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長期にわたる休業期間中の学習指導等、ご家庭の皆

様には大変お世話になっております。これまで、急な

休校措置、登校日や家庭訪問へのご対応等、ご理解と

ご協力をいただいておりますことに、心より感謝申し

上げます。

ご承知のとおり、６月１日（月）からの学校再開に

向けて、子供たちの学校生活のリズムや学習の遅れを

少しでも取り戻すために、登校日を分散型で実施して

います。先週１日、今週２日と実施していますが、久

しぶりの学校に子供たちも楽しそうに過ごしています。

各教室を回りながら、やはり子供の声があっての学校だと改めて感じることです。

先週、今週の登校日は、臨時休業期間の長かった子供たちに、心と体をサポートする取組を

行っています。先週は、スクールカウンセラーの先生に、子供たちの学校での様子をみていた

だきました。また、今週は、子供たちに、休業期間中の睡眠や食事、心身の状況等について振

り返ってもらい、コロナウイルス対策のために今後の生活の中で気をつけたいことなどについ

てもスライド等を使って学習しています。

「新しい生活様式」が求められていますが、６月からの学校生活でも注意して生活できるよ

う指導していきたいと思います。今後も、今回実施した児童アンケートにおいて不定愁訴等の

心配がある児童には、ＳＣのカウンセリングに繋ぐなど、心のケアに努めていきたいと考えて

います。ご家庭で気になられていることなどございましたら、学校にご相談ください。

この度、本校のホームページを整理し、新しい情報等も加え、リニューアルしました。また、

休み中でも子供たちに学校や学年への所属意識を高め、学習への関心を持ってもらいたいと、

職員も頑張って、各学年部で学習支援コンテンツを作り、アップしています。よろしければ、

お時間があられる時にご覧いただければ幸いです。

この休業期間も、他の自治体のＩＣＴ機器を活用した学習支援が報道され、羨ましくも感じ

ていたところです。子供たち一人一人にＩＣＴ機器を貸し出すことができたら、休校期間中の

学習支援や生活面での指導についても、さらに効果が発揮できるだろうと思います。是非、そ

うした教育環境が整えられたらと学校としても願っているところです。

さて、ＩＣＴに関連して、最近、気になっていることがあります。矛盾した話でもあります

が、ＩＣＴ機器の活用時間の問題です。登校した子供たちの中からも、パソコンやスマートフ

ォンで長時間ゲームをしていた等の話が出ていました。新聞やテレビでも、この問題が指摘さ

れているところです。この機会に、ＩＣＴ機器の活用の仕方について、再度、各ご家庭でのル

ール作りやご確認を是非お願いいたします。

分散登校で、座席を空けて授業を実施




